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1.招 請期 間
昭和61年5月21日(火)～5月30日(金)10日 間
2.バ ー ン教 授 に つい て
バ ー ン教 授 は カ リフォ ル ニ ア大 ,バ ーク レ ー校 の動 物 学 部 お よび癌 研 究 所
にお い て,内 分 泌学,と くに プ ・ラ ク チ ンを 中心 と した比 較 内分 泌,お よび
性 ホル モ ン と癌 発 生機 序 に つい て,広 範 か つ精 細 な研 究 を行 な ってお り,す
で に300以 上 の論 文 を 国際 誌 に発 表 してい る。 また 同 教授 は,米 国 を含 む 世
界 の主 要 な関 係 学 会 誌 のEditorialBoardsに名 を連 ね,同 学 会 お よび各
種 研究 団 体 の委 員 会 の メ ンバ ー とな って お り,1973年 には 米 国National
AcademyofScienceの会 員 に推 され た。 一 方,教 育 者 と して も卓 越 し
た能 力 を持 ち,世 界 各 国 の多 くの逸 材 を養 成 して お り,日 本 か ら もす でに30
名 以 上 の研 究 者 を招 へ い してい る。
3.講 演 に つい て
来 日中,本 学 農 学 部 にお い て2回 〔5月26日(月)お よび29日(木)〕 の
講演 を 行 な った 。 そ の 内容 は,「 胎児 期 に うけ た性 ホ ル モ ンの,生 殖 器 お よ
び乳 腺 に お よぼ す 長 期 的影響 」 に 関す る もの で あ った が,こ の テ ー マは,バ
ー ン教 授 と 日本 人 研 究 者 と の共 同研 究 の成 果 に よる と ころ きわ め て大 き く,
わが 国 に お け る講 演 と して ま こ とにふ さ わ しい もの で あ った 。
第1回 目の講 演 では,妊 娠 中,と くにそ の初期 に,流 産 防止 の 目的 で,合
成 発 情 ホ ル モ ン(DES,)の 投 与 を うけた婦 人 か ら生 ま れ た 女子 に,若 齢 期
(14～22才)に,異 常 な高 率 で,膣 や 子宮 頸 部 に腫 瘍 様 病変 の発 生 し た欧 米
での 事 例 を解 説 し,今 後 と も,DES投 ・与に 限 らず,性 ホ ルモ ンの経 胎盤 的
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影響 に よる,同 様 の病 変 の お こる 可能性 を種 々の 理 由 をあ げ て指 摘 した。 そ
して,こ の ヒ トvak・け る異 常 の発 生 す る10年以上 も前 に,同 様 の病 変 のk・こ
る こ とが マ ウ ス で発 見 さ れ てお り,こ の 間 にお け る 日本 人 研 究者 の貢 献 と,
ヒ トの実 験 系 と して,上 記 マ ウス の系 が 直 ちに用 い られ る よ うに な った経 緯
を説 明 し,適 切 な実験 動 物 を用 い て の基 礎 研究 の重 要 性 を強 調 した 。
第2回 目の講 演 に お い ては,invitroで の最 近 の 新 し い 細 胞 培 養 の方
法 に よ り,上 記 の よ うな 雌性 生 殖 器 の異 常発 生 に おけ るホ ル モ ンの 作用 機 序
に つい て講 演 を行 な った 。
両 講 演 と も,日 本 語 に よる解 説付 の上,ユ ーモ ア を交 え ての き わめ て理 解
しや すい 英 語 で行 なわ れ,か つス ライ ドが 十 分 に活 用 され た た め もあ って か,
学生 の質 問 が きわ め て活 発 で,バ ー ン教 授 を大 い に よろ こばせ た 。 また,上
記 講演 の 中 で,そ の業 績 の紹 介 さ れた 日本 人 研 究 者 も学 外 か ら多 く来聴 し,
バー ン教 授 との 間 に きわ め て高 度 な研 究討 論 の行 な われ た ことは,学 生 に 強
い 印 象 と刺 激 を与 えた 。 参 加 人員 は,1,2回 目そ れぞ れ 約50名,30名 であ
った。
4.そ の他
2回 目の 講演 終 了 後,岩 本農 学 部 長 主 催 の レセ プ シ ・ンが 同 会 議 室 で開 か
れ,農 学 部 の関 係 教 員 と も種 々 の情 報 交換 を行 な った 。
また,5月30日(金)に は,申 請 者(長 澤)の 研 究 室(家 畜 育 種 ・実 験 動
物研 究 室)に おい て,大 学 院 お よび学 部学 生 の 卒 業 実 験 に つ い て一 題 ご とに
説 明 を受 け,討 議 ・指 導 を行 な った 。 本研究 室 に お け る これ ら研究 の多 くが
順 次 国際 誌 に 発表 され て い る こと を,当 然 の こ となが ら,高 く評 価 し学 生 に
学問 の意 義 を改 め て認 識 させ た 。
引 き続 い て,家 畜 生理 学 研究 室 の加納 康 彦 教 授 よ り,マ ス ト ミス に つい て
説明 を うけ,そ の実験 動物 と して の意 義 に つ い て,実 物 を前 に して討 議 を行 な
った 。
5.招 請 の意 義
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以 上今 回 のバ ー ン教授 の 招 請 は,本 学 の関係 教 員 お よび学 生 と十 分 な情 報
交 換 を行 ない,得 る と こ ろ も,与 え る と こ ろ も多 く,十 分そ の 目的 を達 した
もの と考 え る。
お わ りに,今 回 バ ー ン教 授 の招 請 の た め御 尽力 頂 い た 国 際 交流 セ ン タ ーお
よび同事 務 室 の 関係 各 位 に 厚 く御 礼 申 し上 げ る 。
(付記)な お,バ ーン教 授 は,上 記 日程 の合 間 を利 用 し て,東 京 大 学 理
学 部,東 京大 学 海 洋研 究所 をは じめ,都 内 お よび近 辺 の 関係 研究 施 設 を精 力
的 に訪 ね.現 在お よび将 来 の 共 同研究 に つ い て討 議 し,論 文 作成 の 指導 を行
な っ た。
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